富岡STEAM授業
 
１　実施日時　 令和７年２月１４日（金）
２　対象　　　２年次普通科　２２HR　３７名
３　実施時間　公共
４　担当科目　公共
　　　　　　　・沖縄の基地問題について、歴史的経緯と日本政府が主張している地理的
　　　　　　　　優位性から米軍基地が集中している現状を理解させ、日本の安全保障に
　　　　　　　　おける沖縄の米軍の存在意義を考察させる。
　　　　　　　・沖縄県民の基地負担感を理解させるとともに、基地負担の解決策につい
　　　　　　　　て考察させる。
 
	 
	展開

	導入（５分）
	沖縄に米軍基地が集中している現状をデータで示し、沖縄県民には基地負担軽減を訴える声があることを理解させる

	展開（３５分）
	１ 歴史的経緯、政府が主張する地理的優位性等を要因として沖縄
    に米軍基地が集中していることを理解させる。
 
２ 一方で、米軍による事故・犯罪や騒音問題など、沖縄県民の不
　 満の声が少なくないことを理解させる。
 
３ １、２を踏まえ、どのようにすれば沖縄の基地問題を解決する
　 ことがとができるかを多角的な視点で考察させる。

	まとめ（５分）
	沖縄県民の中には、沖縄以外の人々に現状を理解してもらえないと感じていることもあることから、沖縄だけの問題と捉えず、自分たちの問題として考察させる。


 
